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地元の期待を背負い観衆の拍手に迎えられた岡山をインタハイ個人ベスト８の馬場を擁する北海道との注目の一
戦。先鋒戦、両者立ち上がりから激しい技の応酬であったが、時間間際に岡山福田が思いきって小手に出たところ
を北海道黒木は豪快に返し面を決め一本勝ち。次鋒戦、北海道馬場と岡山皿田は、果敢に技を出すも決まらず延長
となる。皿田は冷静さを失わず厳しい攻め合いから気迫のこもった小手面を決め対にもどした。中堅戦岡山曽我部
は北海道秋場との鍔競り合いから、一瞬の隙を捉え引き胴の一本勝ちで流れをつかむ。副将岡山三宅は、北海道吉
田に対し、遠間からの思い切りの良い跳び込み面を二本連取し、岡山の勝利を決めた。大将戦岡山美浪は、中盤北
海道森下に鮮やかな出頭面で一本勝ち。岡山の鍛錬の成果を感じさせる戦いであった。
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